
当
金
庫
が
行
な
っ
た
2
0
1
7
年

1
～
3
月
期
の
「
中
小
企
業
景
気
動
向

調
査
」
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
前
回
調

査
（
2
0
1
6
年
10
～
12
月
期
）
に
く

ら
べ
多
く
の
業
種
で
景
況
感
が
悪
化
し
た
。

調
査
期
間
は
2
月
20
日
～
3
月
7

日
。
調
査
対
象
は
お
取
引
先
企
業

9
9
5
社
。
回
答
数
は
9
3
5
社
。（
回

答
率
94
％
）

業
況

製
造
業
と
非
製
造
業
が
そ
ろ
っ
て
悪
化

企
業
の
景
況
感
を
表
す
業
況
判
断

D
I
（
業
況
を
「
良
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
か
ら
「
悪
い
」
と
答
え
た
企

業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は
、
全

産
業
で
マ
イ
ナ
ス
4
・
8
と
な
り
、
10

～
12
月
期
（
マ
イ
ナ
ス
3
・
9
）
に
く

ら
べ
悪
化
し
た
。
悪
化
は
3
四
半
期
ぶ

り
。
製
造
業
は
0
・
8
ポ
イ
ン
ト
低
下
、

非
製
造
業
は
0
・
9
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
た
中
小
企
業

の
景
況
に
や
や
陰
り
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

自
動
車
部
品
が
大
幅
改
善

業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
で
は
自

動
車
部
品
が
15
・
7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

マ
イ
ナ
ス
1
・
9
に
な
っ
た
。
国
内
の

自
動
車
生
産
が
比
較
的
堅
調
に
推
移
し

た
こ
と
が
主
因
。

機
械
器
具
部
品
は
15
・
4
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
、
マ
イ
ナ
ス
2
・
5
。
再
び
水

面
下
に
落
ち
込
ん
だ
。
基
調
と
し
て
機

械
需
要
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
、「
人
手

不
足
の
な
か
、
短
納
期
の
仕
事
が
増
え

て
、
結
果
と
し
て
残
業
時
間
や
外
注
費

用
が
増
加
。
経
営
的
に
は
厳
し
い
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

繊
維
製
品
、
印
刷
、
食
料
品
は
改
善
。

窯
業・土
石
、木
材・木
製
品
は
悪
化
し
た
。

株
高
が
小
売
業
に
影
響

非
製
造
業
で
は
、
小
売
業
の
改
善
が

目
立
っ
た
。
D
I
の
水
準
は
依
然
マ

イ
ナ
ス
領
域
に
留
ま
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
15
・
3
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
マ
イ

ナ
ス
11
・
0
と
な
っ
た
。
調
査
対
象
期

間
は
株
価
が
1
万
9
0
0
0
円
を
超
え

る
水
準
で
安
定
推
移
し
て
い
た
の
で
、

そ
れ
が
多
少
と
も
追
い
風
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

建
設
業
は
7
・
8
と
、
3
四
半
期
連

続
で
プ
ラ
ス
を
維
持
。
足
元
の
改
善
が

景
況
感
悪
化　
3
四
半
期
ぶ
り

自
動
車
部
品
製
造
業
は
改
善

中
小
企
業
景
気
動
向
調
査（
1
～
3
月
期
）

業況判断DI（「良い」―「悪い」）
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（％ポイント）

→
予想

↑良い

↓悪い

製造業

非製造業

全産業

続
い
て
い
る
。
年
度
末
の
繁
忙
期
を
迎

え
た
公
共
工
事
業
で
D
I
の
上
昇
を

確
認
。
設
備
工
事
業
に
は
引
き
続
き
底

堅
さ
が
み
ら
れ
た
。

運
輸
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
も
プ
ラ
ス
を

維
持
し
た
が
、
10
～
12
月
期
に
く
ら
べ

や
や
悪
化
し
た
。
運
輸
業
は
燃
料
高
が

響
い
た
模
様
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
法
人

向
け
サ
ー
ビ
ス
は
堅
調
を
維
持
し
た
が
、

個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
振
る
わ
な
か
っ
た
。

不
動
産
業
は
経
営
上
の
問
題
点
と
し

て
「
物
件
の
不
足
」
を
あ
げ
る
企
業
が

半
数
を
超
え
、
不
動
産
需
要
が
衰
え
て

い
な
い
こ
と
を
裏
づ
け
た
。

売
上・収
益

業
種
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
る

総
じ
て
減
収
減
益
の
基
調
が
続
い
て

い
る
。
足
元
の
動
向
を
示
す
前
年
同
期

に
比
べ
た
売
上
額
判
断
D
I
（「
増
加
」

と
答
え
た
企
業
の
割
合
か
ら
「
減
少
」

と
答
え
た
企
業
の
割
合
を
差
し
引
い
た

値
）
は
マ
イ
ナ
ス
5
・
3
。
同
収
益
判

断
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
5
・
6
。
前
回

調
査
時
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
幅
は
縮
小
し

て
い
る
が
、
停
滞
感
を
否
め
な
い
。

増
収
増
益
だ
っ
た
の
は
、不
動
産
業
、

運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
。
減
収
減
益
は
、

製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
建
設
業
。

製
造
業
は
2
0
1
5
年
1
～
3
月
期
以

降
、
減
収
減
益
が
続
く
一
方
、
不
動
産

業
は
連
続
し
て
増
収
増
益
と
な
っ
て
い

る
。
業
種
に
よ
っ
て
明
暗
が
分
か
れ
た

状
況
が
長
引
い
て
い
る
。

人
手

深
刻
な
人
手
不
足
、募
集
費
が
増
大
も

人
手
不
足
感
は
収
ま
っ
て
い
な
い
。

過
不
足
判
断
D
I
（「
過
剰
」
と
答
え

た
企
業
の
割
合
か
ら
「
不
足
」
と
答
え

た
企
業
の
割
合
を
差
し
引
い
た
値
）
は

マ
イ
ナ
ス
35
・
0
と
、「
不
足
」
超
過

の
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
不

足
感
が
と
く
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
運

輸
業
と
飲
食
業
。「
深
刻
な
人
手
不
足

で
、
募
集
費
用
が
増
大
し
て
い
る
」
と

い
う
切
実
な
声
も
あ
が
っ
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ
改
善
の
兆
し
は
み
ら
れ
な
い
。

業
況
見
通
し

慎
重
な
見
方
が
増
え
る

先
行
き
は
慎
重
な
見
方
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
業
況
判
断
見
通
し
D
I
は

1
～
3
月
期
に
対
し
5
・
4
ポ
イ
ン
ト

悪
化
。
自
動
車
部
品
製
造
業
は
、
例
年

通
り
年
度
末
商
戦
の
反
動
減
を
予
想
す

る
企
業
が
少
な
く
な
い
。

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
動
向
を
懸
念
す

る
向
き
も
多
い
。

お客様の声

・人材確保と経営効率を考え合わせれば、
外国人労働者の受け入れが喫緊の課題。
（自動車部品製造）
・優れた技術をもったモノづくり企業が優
遇される状況がみられる。生き残るのは
技術を大切にしているところと実感。（製缶）
・甘酒の受注が大幅に増えた。甘酒ブーム
の影響。（清酒製造）
・廃業が目立っている。今後ますます厳し
い時代がくると思う。働き方を含め無理
のない展開が必要だろう。（包装資材）
・設備投資の話が少し増えてきた感じがす
る。（機械器具卸）
・中小工務店とハウスメーカーとで受注
に格差が出ている。中小工務店のフラン
チャイズ化やビジネスパートナー化が加
速している。（建設工事）
・当面、業況は良さそう。ただ材料（鉄）の
値上げの話が持ち上がっている。（内装
工事業）
・犬の飼育頭数が減少。犬も高齢化してい
る。（獣医）

・飲食業

・不動産業
・運輸業
・サービス業

・製造業
・卸売業
・小売業
・建設業

増収

減収

増益減益

経営上の問題点

1位　売上の停滞・減少
（40.5％）

2位　人手不足（39.2％）
3位　同業者間の競争激化

（23.9％）
4位　利幅の縮小（22.5％）
5位　人件費の増加（17.4％）

重点経営施策

1位　販路の拡大（44.5％）
2位　人材の確保（43.2％）
3位　経費の節減（38.8％）
4位　情報力の強化

（20.0％）
5位　教育訓練の強化

（19.2％）
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